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手本の見方

次のような点に注意して、

手本をよく見て書きましょう。

線や点が

①どの位置から  (始筆部分)
②どの方向に   (方向)
③どれだけの長さで (長短)

④どのように (「折れ」「そり」「むすび」
「折りかえし」「曲がり」など)

⑤どの位置まで  (終筆部分)

ていねいに書きましょう

ていねいに書くとは、具体的には、

①手本をよく見る

②教材の説明 (ポイント)をよく読む
③正しい姿勢、筆記具の持ち方で書く

④一文字一文字集中して書く

などのことを指します。

書写力向上のためには、ていねいに書く

ことを心掛けながら学習することが大切
です。

効果的な学習の仕方

①教材の説明をよく読み、
学習のポイントを意識して教材に取り組む

②手本をよく見る

③ていねいになぞる
④その日の学習のポイントを必ず見直す

⑤学習記録に記入する
⑥正しい姿勢、正しい筆記具の持ち方で書く

⑦宿題はまとめてせずに、毎日学習する

③目標を持つて学習する
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